
これからの建築・設備設計を変える
光環境設計ツールの発信

 照明設計の現場に照明計算⽤アプリケーションが⽤いられるようになって久しいが、その多くは⼈⼯
照明による照度分布を算出するに留まり、それがユーザの求める環境を質的に担保しているかどうかを
客観的に評価するまで⾄っていない。そこで本シンポジウムでは、近年要望が⾼まっている省エネルギー
と快適性の両⽴に加え、ライバルと差別化ができる建築設計・設備設計を⽀援するツールとして、「昼光
を活かした最新の光環境シミュレーション」「ヒトの⽬の特性に基づいた輝度設計ツール」「様々な環境
条件の下で明視性を保証する設計ツール」「薄明かりでのヒトの⽬の特性に基づく輝度計測ツール」を、
国際的な研究動向と共に紹介する。当⽇は、建築設計および設備設計の現場で活躍する⽅をパネリスト
として招き、これからの光環境設計に求められる要件とその実現を⽀援する設計ツールの未来像につい
て議論する。

主催︓（⼀社）⽇本建築学会 環境⼯学委員会 光環境運営委員会 光環境設計ツール⼩委員会
⽇時︓2014 年 11 ⽉ 21 ⽇（⾦）13:30 〜 16:45
会場︓建築会館 301+302 会議室（東京都港区芝 5-26-20）

１．趣旨説明 明⽯⾏⽣（福井⼤学）                     13:30 〜 13:35

２．光環境分野における研究と設計を繋ぐ架け橋（ツール）の紹介   13:35 〜 14:55

 ①薄明かりの⽬の特性の変化に応じた明るさの測り⽅        明⽯⾏⽣（前掲）          
 ②均⼀輝度視野における明視環境設計⽤資料の統⼀的⾒解      秋⽉有紀（富⼭⼤学） 
 ③昼光を活かした最新の光環境シミュレーション          鈴⽊広隆（神⼾⼤学） 
 ④これからの照明設計は輝度を⽤いることになる︖         中村芳樹（東京⼯業⼤学）
 

( 休 憩 )

３．パネルディスカッション「5 年後の設計はどう変わる︖」    15:05 〜 16:45

   パネリスト︓⼩⼭憲太郎（コヤマケンタロウデザイン事務所）     ⾼岡祥絵（Arup）   
         坂⼝佳史（株式会社 ⽵中⼯務店）       向健⼆（パナソニック株式会社） 

≪ プログラム ≫

参 加 費︓会員 2,000 円、会員外 3,000 円、学⽣ 1,000 円（資料代含む，当⽇会場でお⽀払いください）

定  員︓60 名（申し込み先着順）

申込⽅法︓Web 申し込み https://www.aij.or.jp/index/?se=sho&id=925 よりお申し込みください .

問 合 せ︓⽇本建築学会事務局 研究事業グループ ⼀ノ瀬 TEL 03-3456-2051 E-mail ichinose@aij.or.jp

※パネリストの⽅からも 10 分程度のご講演を予定しています


